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　１月29日、ふれあい館で民生・児童委員サポーター
の設立会議が行なわれました。
　これは現役の民生・児童委員の活動を支援するため、
同委員の経験者で構成された会です。市西部民生委員
児童委員協議会の現会長である串下一さん（東）の提
案で設立。サポーターの皆さんは「経験をもとに委員
を支援をしていきたい」「地域のために活動する力を
少しずつでも広げたい」と意欲を語りました。

サポーターの皆さん

培った経験で活動支援
民生・児童委員サポーター設立

　２月９日には、西合志体育館で同クラブ主催の第４
回真心館少年柔道錬成大会が行なわれました。同クラ
ブ戦績は次のとおりです。
１・２年の部　Aチーム準優勝
３・４年生軽量級の部　A チーム３位、Bチーム優勝
３・４年生重量級の部　３位
５・６年生軽量級の部　準優勝
５・６年生重量級の部　準優勝

真心館少年柔道クラブの皆さん

　県内各地で行なわれた第22回白龍旗争奪小学生野
球大会と第20回武蔵ヶ丘旗争奪学童軟式野球大会で、
南ヶ丘ガッツが見事優勝しました。
　同チームの優勝はいずれの大会も10年以上ぶりのこ
とで、２大会制覇は同チームとして初の快挙。キャプ
テンを務めた藤川蓮芯さん（南ヶ丘小６年）は「勝因
はチームワークです。この仲間で最後まで戦えたこと
を誇りに思います」と喜びを語りました。

チームワークで勝ち取った優勝
南ヶ丘ガッツが２大会制覇

　２月２日、宇城市で第25回豊心館少年柔道親善大会
が行なわれ、真心館少年柔道クラブが団体戦で見事優
勝しました。
　個人戦では次のメンバーが敢闘賞を受賞しました。
１年生の部　平山敦基（熊本市）
３年生の部　原田俊大（西合志中央小）
４年生の部　佐伯梗丞（西合志南小）
５年生の部　白井佑馬（熊本市）

真心館少年柔道錬成大会３・４年生軽量級の部で優勝したメンバー

南ヶ丘ガッツの皆さん

鍛えた心身で奮闘
真心館少年柔道クラブ

※学校・学年は出場時のものです。

　２月10日、市役所で特旨叙位・特別叙勲の伝達式を
行ない、元合志町議会議長の故 野田房義さん（油古
閑）の家族へ、位記・勲記・勲章を伝達しました。
　野田さんは昭和49年３月に合志町議会議員に初当選。
以来約26年間の長きにわたり在職し、議長や副議長を
歴任しました。地方自治に大きく貢献した功績が認め
られ、特旨叙位として正六位、特別叙勲として旭日双
光章が授与されました。

伝達式に出席した野田さんの家族

故 野田　房義さん
特旨叙位・特別叙勲を受章

合志市民生委員児童委員協議会連合会が
厚生労働大臣表彰を受賞

　12月20日、市民生委員児童委員協議会連合会が民生
委員優良活動団体に対する厚生労働大臣表彰を受賞し、
県庁で伝達式が行なわれました。
　同会は地域の要援護者や児童への見守り活動、高齢
者・子育て支援活動など多様な活動を続けています。
今回は、民生委員活動の実践を通して地域社会づくり
に貢献し、その功績が特に顕著であると称えられての
受賞となりました。

市民生委員児童委員協議会連合会の皆さん

郷土史を学ぶ自主制作本
『合志市の自然と人文』を寄贈

　２月４日、齋藤冨士男さん（若原）が市役所を訪れ、
著書『合志市の自然と人文』を２００冊寄贈しました。
　この本は宇宙の誕生から人類の誕生までと自然環境
を取り上げ、合志の成り立ちや現在までの歴史を産
業・文化を柱にまとめられたものです。齋藤さんは
「お世話になった郷土の歴史や自然の大切さを次の世
代にも残したい」と５年ほどかけ自主制作。寄贈され
た本は学校や図書館などに配置されています。

著書を手にする齋藤さん

事業を行なう手法を学ぶ
地域課題解決型創業支援セミナー

　２月６日と13日、ルーロ合志で地域課題解決型創業
支援セミナーを、九州経済産業局との共催により開催
しました。
　延べ51人の参加者がコワーキングスペースの有効活
用法を学びました。その後、お互いの強みを活かした
協業の手法をワークショップ形式で体験。参加者から
は「個人で仕事をするのは限界があるので協業の大切
さを再認識しました」といった意見がありました。

ルーロ合志フリーラウンジ内でのセミナー


